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世界自動車･部品産業の調査･出版

お申し込み方法と連絡先のご案内

世界38ヵ国の2021年BEV二輪車(バッテリーによる100%モーター駆動車が対象、車両登録不要/25km/h以下低

速車除くが、メーカー製品概要が特定できる車両を含む)販売台数は、購入補助金や税制優遇を導入しているイ

ンドや欧州を中心に増加し、前年比13万台増の358万台になりました。そのうち87%が中国ですが、二輪車大国のイ

ンドとインドネシアが経済成長とともに増加する石油輸入削減などを目的にBEV産業育成や販売促進政策を導入・

強化していることから、今後、両国でもBEV二輪車市場が拡大することが予想されます。また、先進国でも、脱炭素政

策の一環として優遇措置を導入しているほか、ホンダやヤマハなどの大手グローバル二輪車メーカーがGHG排出量

削減や排ガス規制強化への対応が難しい50〜125ccクラスを中心にBEV製品を相次いで投入します。

一方、BEV事業で先行する世界最大の電動二輪車メーカーYadea、新興電動二輪車メーカーのNIUやSuper 

SOCOなどの中国企業は、母国の安価な電動部品サプライチェーンと欧州のデザイン力を活用しながら、欧州を中

心に海外事業を急速に拡大しつつあります。また、台湾でバッテリー交換システムのデファクトスタンダードとなった

Gogoroが、中国、インド、インドネシアなどの二輪車大国で現地大手メーカーと提携してグローバル事業に着手してい

るほか、インドの配車サービス最大手OlaがBEV二輪車1,000万台プロジェクトを開始するなど、さらに新興勢力が台

頭してくる可能性があります。

しかし、各国における2030年に向けたBEV普及は、それぞれの国のエネルギー政策や市場特性に加え、ウクライ

ナ侵攻したロシアへの経済制裁や米中デカップリングなど様々な影響を受けます。本報告書では、激変する世界情

勢、規制、通貨、燃料価格、バイオ燃料、スクーター比率、主要各社のBEV戦略など様々な視点から2030年のBEV

二輪車市場を展望します。貴社の二輪車事業計画立案などの一助としてご活用いただければ幸いです。

□「世界二輪車市場における電動化の現状と2030年展望」（税込198,000円）を申込みます。
□PDF＋報告会: 当調査報告書の個別報告会(税込594,000円)を希望します。
　個別報告会の詳細につきましてはフォーイン営業部052-789-1101にお問い合わせください。

□「世界二輪車市場における電動化の現状と2030年展望」の詳細な内容説明を希望します。
購入をご検討いただくため、DMより詳しい説明を希望するお客様のところにフォーイン担当者が直接訪問しま
す。オンラインコミュニケーションツールMicrosoft Teamsや電話での説明も可能です。
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第１章 第1章

●世界主要15ヵ国と欧州の2022～2030年BEV二輪車販売台数を予測!!
●世界38ヵ国の2017年から2021年までのBEV二輪車販売動向を報告!!
●世界主要二輪車市場国の電動車関連政策や排ガス規制強化の概要を整理!!
●主要な新興BEV二輪車メーカーの事業展開動向と事業戦略などを詳報!!
●グローバル二輪車メーカーの事業戦略及びBEV事業動向と計画を報告!!

●世界主要15ヵ国と欧州の2022～2030年BEV二輪車販売台数を予測!!
●世界38ヵ国の2017年から2021年までのBEV二輪車販売動向を報告!!
●世界主要二輪車市場国の電動車関連政策や排ガス規制強化の概要を整理!!
●主要な新興BEV二輪車メーカーの事業展開動向と事業戦略などを詳報!!
●グローバル二輪車メーカーの事業戦略及びBEV事業動向と計画を報告!!

世界二輪車市場における
電動化の現状と2030年展望

世界二輪車市場における
電動化の現状と2030年展望
脱炭素、原材料・燃料価格高騰、新興勢力の台頭で、
問われるグローバル二輪車メーカーの電動車戦略
脱炭素、原材料・燃料価格高騰、新興勢力の台頭で、
問われるグローバル二輪車メーカーの電動車戦略
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